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＜卒業式式辞より＞                                                         

季節ごとに美しい姿を見せながら、品中の生徒を迎える品野坂。先日、雪で白くなった品野坂を登るみなさ

んの手には雪玉がありました。「もう三年生なのに…」と思いながらも、ほっこりと温かい気持ちになりまし

た。明日からはそんな姿を見ることができないと思うと寂しさでいっぱいですが、精いっぱいのエールで、み

なさんの旅立ちをお祝いしたいと思います。卒業おめでとう。 

みなさんは三年間この坂を一歩一歩登りながら、たくさんの経験を積みたくさんのことを学んできました。

体育祭の応援合戦では、後輩をどうすればやる気にさせられるのか、どうすれば一つの集団としてまとまれる

のかに悩み、話し合い、時には思いがぶつかり合うこともありました。また、合唱コンクールでは他のクラス

の歌声に一喜一憂しながらも、自分たちの音を信じ、仲間と本気で向き合いました。日常の中では、もちろん

先生たちに注意されることや、小さなもめ事もありました。でも、いざ本番というときには驚くほど大きな力

を発揮する学年でした。互いに支え合い、認め合い、そして共に高め合うことのできる集団でした。 

ところで、もし身近にドラえもんがいたらみなさんはどうしますか。友だちになりますか。それとも、困っ

たときに頼ってポケットからひみつ道具を出してもらいますか。 

先日、そのドラえもんを本気でつくろうとしている人たちがいると知りました。日本大学の大澤研究室のみ

なさんです。この研究室では、AIと人間が心を通わせることを目標に研究が進められていて、その理想の姿

が、ドラえもんとのび太くんの関係なのだそうです。のび太くんはドラえもんに助けてもらってばかりのよう

に見えますが、実はお互いに信頼し合い、支え合っている関係なのです。 

AIが日々進化する中で、「いつかAIが人間を支配してしまうのではないか」といった不安の声も聞かれま

す。しかし、大澤さんたちが目指すのは、『心が通じ合うAIによって、人間同士の協力関係を支える未来』

なのだそうです。大澤さんはこう語っています。「人間とAIが共存できるのかとよく聞かれます。でも、そ

もそも人間同士は共存できているのでしょうか。争いは絶えず、孤独はむしろ増えていると言われていま

す。」 人類の歴史を振り返ると、人間同士の共存がいかに難しい課題であるかを思い知らされます。 

私たちは、家族や友人、地域の方々など、多くの人に支えられて日々を過ごしています。そして同時に、自

正しく 明るく 健やかに 



 

 

 ３年生 地域清掃に出かけました 
３月２日（月）の卒業式目前に、３年生はこれまでお世話になった地域 

への恩返しとしてゴミ拾いにでかけました。広之田町、北丘町、下品野小～北 

グラウンド周辺、中品野～窯町、国道248～道の駅しなの周辺の５ヶ所に分 

かれておこないました。活動を終え、たくさんのゴミを持って学校に戻ってきた３年 

生の表情からは、「疲れたけど楽しかった」、「地域のために役立てた」という達成 

感が感じられました。卒業前のよい思い出づくりにもなりました。 

分自身もまた誰かの力になりながら生きています。「人と人とのつながりを大切にすること」「違いを認めるこ

と」「対話をあきらめないこと」「一緒に歩もうとすること」。実際には思うようにいかないこともあります。

それでも、相手の声に耳を傾け、自分の思いをていねいに伝えようとする姿勢があれば、少しずつ信頼は育っ

ていくのだと思います。その積み重ねが、きっとあたたかな未来へとつながっていくことでしょう。 

本日、ご多用の中、ご参列いただきましたご来賓の皆様には、深く感謝いたします。今後とも引き続き、あ

たたかく見守っていただければ幸いです。 

保護者の皆様、本日は誠におめでとうございます。これまで本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、

心より感謝申し上げます。私自身、子どもを育ててきたことを思い出しますが、子どもたちが年を経るごとに

親の知らないことは増え、心配も増えていったような気がします。でもそれと同時に子どもたちからたくさん

の幸せをもらってきたようにも思います。本日卒業する８３名の皆さんは、３年後には成人を迎えますが、ま

だまだご家族の支えを必要とする存在でもあります。卒業生の皆さん、そしてご家族の皆様のこれからの幸せ

を、心よりお祈り申し上げます。 

卒業生のみなさん。三年間は長かったでしょうか。それとも、あっという間だったでしょうか。「楽しい時

間はすぐに過ぎる」とよく言われますが、たくさんの出来事を経験した時間ほど長く感じられる、という実験

結果もあるようです。何気なく過ごした日も、挑戦した日も、悩んだ日も、その一つひとつが、みなさんだけ

の大切な時間です。どうか、品野中学校で過ごしたかけがえのない時間を胸に、自信をもって未来へ歩んでい

ってください。                                校長 加藤 弓子 
  

 

 

 

 

 

 

４月の主な学校行事の予定 ＊変更の可能性もあります  

８（水） 

９（木） 

１０（金） 

１３（月） 

１４（火） 

１５（水） 

１６（木） 

２０（月） 

２３（木） 

２４（金） 

２７（月） 

入学式準備（新３年） 

入学式・始業式 

避難訓練、部活動顔合わせ（新２・３年） 

学力検査、知能検査（新１年） 

学力検査 

身体計測、学級写真 

正式時間割開始、給食・清掃開始 

前期委員会（第１回） 

全国学力学習状況調査（新３年） 

新入生を迎える会 

授業参観・学校懇談会・学年懇談会 

 


